
 

 

 

 

 

 

 極点測定と同時にバックグランド測定が行われていない 

 ＳｍａｒｔＬａｂ－Ｉｎｐｌａｎｅ極点からＯＤＦ解析 
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１．概要 

 ＳｍａｒｔＬａｂによるＩｎｐｌａｎｅ極点測定では、ピーク極点測定と同時にバックグランド測定が 

   出来ていません。ピーク極点測定を行った後、バックグランド測定を行い、ピーク極点ファイルに 

   バックグランド強度を登録し、通常の極点処理を行います。 

   Ｉｎｐｌａｎｅ極点の場合、ソーラスリットの関係で、受光スリットは２ｍｍを用いると 

   良い結果が得られます。 

   仕様では、極点図のα方向は、０－＞９０度測定を行っていますが、解析に使える範囲は 

   １５－＞９０度が適当と思われます。 

   この光学系補正では、無配向試料により補正を行います。 

 

２．用意するデータ 

 無配向試料よる極点図３面 

  ピーク極点図とバックグランド極点図が必要です。 

 配向試料による極点図３面 

     ピーク極点図とバックグランド極点図が必要です。 

 

ピーク極点図とバックグランドの合成データ作成 

 

３．データ処理 

 Ｄｅｆｏｃｕｓ曲線作成 

  無配向材料の極点図からバックグランド削除して作成」 

 極点図処理 

  バックグランド、Ｄｅｆｏｃｕｓ補正、ＲＤ補正、平滑化、規格化 

 対称性評価 

  １／４対称に関して 

 Ｒｐ％計算 

  ３面極点図の矛盾点評価 

 ＯＤＦ解析 

  方位計算、逆極点評価、ＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎ計算 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



４．Ｉｎｐｌａｎｅ極点 

 Ｉｎｐｌａｎｅの光学系による極点測定 

   極点図 

    

   上記はＲｉｇａｋｕの測定方法とデータの関係 

   Ｒｉｇａｋｕ以外は、ＲＤ方向とα回転方向が異なります。 

 

 

   Ｉｎｐｌａｎｅ極点測定では、α角度毎にβスタート角度が回転しています 

 



５．バックグランド 

極点による解析では、結晶性回折現象によるＸ線を扱い、蛍光線やコンプトン散乱はバックグランドと

して除きます。非晶質のプロファイルに結晶性プロファイルが重なったデータの場合、非晶質部分は 

バックグランドとして削除します。 

ｒａｎｄｏｍ方位を削除すると、定量値に影響を与えます。 

マルテンサイトとアーステナイトが含まれる鋼材を例にした場合、X 線回折プロファイルには 

以下のプロファイルが含まれます。 

  

  

 極点図で扱うのは     の中で、マルテンサイトとオーステナイトは別々に扱う。 

 

 バックグランドの見積もりは重要な要素です。 

 Ｃｕｂｉｃの場合、ピーク２θ角度の±３度位置でバックグランド測定を行います。 

 

 結晶方位定量では、マルテンサイトの方位の合計は１００％ 

       オーステナイトの方位の合計は１００％ 

    マルテンサイトとオーステナイトの比率は計算できません。 

 

 

 

 

 

 

 

 



 極点測定では、ピーク極点とバックグランドは同時に測定される（Inplane では同時に測定されない） 

  

 バックグランド測定はピーク位置の±３度位置を測定 

  

  グリーンのＢｏｘは受光スリットによる同時測定の積分範囲  

  

   バックグランドで削除された積分範囲が極点解析に利用される部分 

 

 

極点測定範囲 バックグランド測定範囲 

バックグランド測定範囲 



 

６．Ｄｅｆｏｃｕｓ（一般的な極点図測定の場合） 

  極点図はアナログ的測定で光学系の影響を受ける。 

 回折は試料表面近くで発生します 

   

 試料表面位置が上にずれると測定２θ角度は広角にシフトします。 

  

 試料表面が下にずれると測定２θ角度は低角にシフトします。 

  

 極点測定では試料を煽りながら測定するので、測定プロファイルが広がり強度が低下します。 

 この現象をｄｅｆｏｃｕｓと呼ばれ、極点図の測定では極点図の外側で強度が低下します。 

  

 本来、無配向試料の極点図では、フラットの極点図が測定されるはずですが、実際は 

 以下の極点図が測定されます。 

  

 極点図の外側で強度が低下しています。 

 この低下率は、測定２θ角度が低い、測定受光スリットが狭いと顕著に現れます。 

 正確なｄｅｆｏｃｕｓ補正は重要です。 



７．無配向試料極点図からｄｅｆｏｃｕｓ曲線を作成 

 ７．１測定データ 

 Ｉｎｐｌａｎｅ極点測定ではバックグランドとピーク極点図は別々に測定を行う。 

  

 試料名はﾎﾙﾀﾞｰ、極点図は、ミラー指数とします。 

  

 測定時、ＡＳＣファイルも作成するように設定します。 

 ＡＳＣファイルの”_β”は自動的に付加されるが、111,111_BG_low,111_BG_high は 

 ファイル名として入力する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 ７．２バックグランドとピーク極点図の結合（PluralAsctoAsc ソフトウエア） 

  

  

 で全てのＡｓｃファイルを選択する。 

   



 グループ化されたファイル名が表示されます。 

  

  マウスクリックすると、ｃｈｅｃｋやｂｅｆｏｒｅが機能します。 

  

 Ｃｈｅｃｋ 

   

 ｂｅｆｏｒｅ 

   

 



 

 

このソフトウエアでもバックグランド削除を行うが、削除せずにデータの結合を行う。 

 ＯＫで、グループファイル名が表示されます。 

 

 

 

 

 

 バックグランドとピーク極点図のグループ化は以上です。 

 

 

 

 

 



 ７．３ ｄｅｆｏｃｕｓ曲線の作成 

  

 バックグランドを削除する。 

 （今回のデータは平滑化も行う） 

  

 ｄｅｆｏｃｕｓの TXT2 を指定 

   

  処理結果の TXT2 ファイルを同時選択 



 計算されたｄｅｆｏｃｕｓ曲線ファイルが表示される。 

 

TextDisp でファイル内容を確認できます。 

 

 

 

Profile で曲線を確認 

 

 



８． 配向試料の極点処理 

 ８．１ 測定データ 

  

 ８．２ バックグランドとピーク極点図のグループ化 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 ８．３ グループ化したデータのデータ処理 

 

 

バックグランド削除、RD 補正、ｄｅｆｏｃｕｓ補正、最適化Ｒｐ％，規格化を行う 

 

 

 

 

 

 



 最適化Ｒｐ％は改善されないがＲｐ％＝４％である。 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 ８．４ 対称性確認 

 

  

  

 １／４対称に見えるが 

  

  対称性は悪いことが分かります。 

 



 極点図を拡大してみます。 

 

 

 極密度が異なります。 

  

 

 

このような状態でＯＤＦ解析を行って見ます。 

 

 

 

 

 

 

 



 

ＬａｂｏＴｅｘ，ＴｅｘＴｏｏｌｓ，ＳＤｔａｎｄａｒｄＯＤＦ，ｐｏｐＬＡなどの入力ファイルを作成 

ＬａｂｏＴｅｘでファイルを選択 

  

  

 



ＬａｂｏＴｅｘで１／４対称によるＯＤＦ解析 

  

 

 Ｒｐ％は１０．２８％である。 

 

 

入力極点図と再計算極点図比較 

 



  

 ＣＴＲソフトウエアで計算 

  ＣＴＲソフトウエアでは平均極密度の１／３以下は計算に含まません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 ＯＤＦ図（ＬａｂｏＴｅｘ） 

  

 VolumeFraction(結晶方位の定量) 

  

  入力極点図から計算した ODF  VolumeFraction から計算した ODF 図 

  

 最小値を比較 0.112 と 0.347 では 

 計算されていない、その他の方位が 23.5%である事がわかります。 



 計算されていない結晶方位を考える。 

 β－Ｆｉｂｅｒは、Ｃｏｐｐｅｒ－Ｓ－Ｂｒａｓｓへ連続的に回転している状態であり、 

  

 VolumeFraction を計算する場合、指定できる結晶方位には限りがあり、このような連続方位の 

 全ての定量は出来ません。この為、VolumeFraction 計算時の最小結晶方位は上がります。 

 Ｂ－Ｆｉｂｅｒは方位の周辺±５度の最大値を採用 

 Ｃｏｐｐｅｒ方位では、最大値（＋）は、Ｃｏｐｐｅｒ（O）位置からずれています。 

 

  極点図の非対称が原因と思われます。 

Copper 

Brass S 



逆極点図 

 

 

  

  


